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2 Pp－ 3 　女子大学生の環境保全・省資源意識と衣生活行動との関連

熊本大教育　○高森壽　大妻女子大家政松山容子

被　　服

＜目的＞　　衣生活のあり方は環境の汚染や資源の枯渇と大きく関わる。その中でもダン

スが一杯といわれ｀る現状では「衣服の調達」と「廃棄」が環境へ大きな負荷を与えている

ことを示し，環境保全・省資源に結びつく衣生活教育の必要を示すと思われる。本研究で

はとくに，小・中・高等学校の各段階で衣生m教育を受けてきた女子学生について，その

環境保全・省資源に関する意識と衣生活行動の現状を調査し，衣生活教育の有効性を検証

するとともに，環境保全・省資源と結びつく教育の内容や方法への指針を探ろうとするも

のである。

＜方法＞　　調査は東京，神戸，熊本に居住する女子大学生1197名を対象として. 1992年

10月から12月に，質問紙留置法を用いて実施した。調査の主な内容は，環境保全・省資源

に対する意識，日常生活における環境保全・省資源行動，衣生活行動である｡

＜結果＞　　大学女子学生の環境問題に対する関心は高いが，「経済成長を妨げない程度

で環境保全を」とする者も多い。環境にとって好ましい行動をとる者が多く，これらの行

動と環境保全・省資源意識との相関も認められた。被服の調達にあたって’は，コーディネ

イトを考えるなど，衣服の「装身性」に重点をおいた衣生活行動をとる者が多い。その中

には「次々と衣服を購入する」者が20%以上存在し，環境保全・省資源意識の高さが被服

の消費をおさえるような行動とは結びついていない現状が明らかになった。これらが，今後

の教育でとくに重要な問題であると考えられた。

2 Pp－ 4 女性の結婚観と衣生活との叫連: 40歳～iH歳代

京柵女人短人(JI--) 紀　安r-

　II的　最近, 若い女性の晩婚化には. 'Ji女のSi ff.’.価値観. 結蝸Wの多様化による.UL ^のずれ

などが云われるいるが. り歳代から50歳代のは親lit代の既婚の女性の結婚睨や若い時代の結婚様

式はどうなのか鮎婚の火態を探り. 鮎婚の意識や衣'Mffiの憲識・態度と個人特性との関連につい

て考察するとともに、現代の鮎婚観との共通点や欄違を明らかにするための前段階としたい．

　方法　,M 改対象は近畿-一川を中心としたり歳～口歳代の暁婚女性　324名である. 調査時川はI 9

9 2年８～川川にn 川紙留IS 法により行った. 調査内容は. 闘人特性. 結婚の心識と態皮. tf,婚の

■Ji際,披iS %衣装のイメージ、ファッション意n ■態度である．分析は. m純集計.クロス襲計

囚子分析、クラスター分析を行い. 結婚に対する心識とファッション心識との叫連を検.'■)した．

なお. w:nj別（'.'A業I- 婦.パート1-; 婦. 職業1ﾓ婦)についても別に比較を行った．

　結果　iiS終学雁は高校'is 業が･過半数である．核家族が!3. 8％で. 結婚生活の理想像は「相談協

ﾉl 'SI.」であるが■Ji際は「内外分担型」である. 結嫡の平均<l=-齢は24. iiS.で、見介いが1!. 0 %であ

・)t-..「服V< U.地位や職業をλ川する」と七えているがμ人.u 識では服災を久にする人はいない

と着裟心識は低い．対人心識とｌケ月の衣料典の項口iniにカイニ乗検定で有&がみとめられた．

服装の傾向はカジュアルに雛こなし「人と変わったものは持たない」堅火な■M庭中心の'I; ≪■が伺

われる. Hi別化の鮎果. 個人特性や生活状況によって衣生活の.a A ■態度に差Hiがみられた．
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